
シ
ベ
リ
ア

シ
ベ
リ
ア

シ
ベ
リ
ア

シ
ベ
リ
ア
抑
留

抑
留

抑
留

抑
留
『『 『『
密
約
説

密
約
説

密
約
説

密
約
説
』』 』』
のの のの
虚
構

虚
構

虚
構

虚
構
 

平
成

五
年

十
一

月
二

十
六

日
 

瀬
 

島
 

龍
 

三
 

44
期

 
第

二
次

世
界

大
戦

後
 

（
日

本
の

降
伏

 
後

）
 

、
約

六
十

万
人

日
本

軍
人

、
軍

属
、

 
民

間
人

が
ソ

連
領

シ
ベ

リ
ア

な
ど

に
連

行
さ

 
れ

、
強

制
労

働
に

従
事

さ
せ

ら
れ

た
こ

と
は

 
近

世
人

類
史

上
に

な
い

ソ
連

の
暴

挙
で

あ
 

り
、

人
道

上
、

国
際

法
上

、
許

し
得

な
い

こ
 

と
で

あ
っ

た
。

こ
の

シ
ベ

リ
ア

抑
留

を
め

 
ぐ

っ
て

、
強

制
労

働
に

つ
な

が
る

労
務

提
 

供
、

あ
る

い
は

役
務

賠
償

の
密

約
が

関
東

軍
 

と
ソ

連
極

東
軍

の
間

で
交

わ
さ

れ
た

の
で

は
 

な
い

か
、

と
い

う
「

密
約

説
」
「

密
約

推
定

 
説

」
が

、
一

部
で

伝
え

ら
れ

、
独

り
歩

き
し

 
て

い
る

が
、

い
づ

れ
も

全
く

根
拠

の
な

い
虚

 
構

で
あ

り
、

虚
説

で
あ

る
。

特
に

、
た

め
に

 
す

る
憶

測
、

う
わ

さ
は

歴
史

に
対

す
る

冒
涜

 
で

も
あ

る
。

ソ
連

の
暴

挙
に

よ
っ

て
あ

の
シ

 
ベ

リ
ア

の
凍

土
に

果
て

て
い

っ
た

約
六

万
人

 
の

戦
友

の
た

め
に

も
、

私
が

知
り

得
る

範
囲

 
で

史
実

を
明

確
に

し
て

お
き

た
い

。
 

昭
和

二
十

年
（

一
九

四
五

年
）

八
月

十
九

 
日

、
ソ

連
領

ジ
ャ

リ
コ

ー
ボ

で
関

東
軍

と
ソ

 
連

極
東

軍
の

代
表

に
よ

る
停

戦
交

渉
が

行
わ

 
れ

た
。

関
東

軍
側

は
秦

彦
三

郎
・

総
参

謀
長

 

（
中

将
）

と
作

戦
主

任
（

中
佐

）
の

私
（

瀬
 

島
）

と
宮

川
舩

夫
・

在
ハ

ル
ビ

ン
日

本
総

領
 

事
の

三
人

、
ソ

連
側

は
極

東
軍

総
司

令
官

の
 

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
元

帥
、

第
一

極
東

方
面

軍
 

司
令

官
の

メ
レ

ツ
コ

フ
元

帥
、

同
方

面
軍

司
 

令
部

軍
事

会
議

委
員

の
シ

ュ
チ

コ
フ

大
将

ら
 

が
い

た
。

 

こ
の

席
上

、
関

東
軍

側
か

ら
は

、
①

即
時

 

戦
闘

行
動

の
停

止
②

傷
病

者
（

軍
人

、
民

間
 

人
）

の
早

期
本

国
帰

還
③

軍
人

の
本

国
帰

還
 

④
軍

人
の

名
誉

保
守

⑤
給

養
（

軍
人

、
民

間
 

人
）

―
―

を
要

求
し

た
。

ソ
連

側
は

①
給

養
 

（
米

三
百

グ
ラ

ム
、

黒
パ

ン
三

百
グ

ラ
ム

）
 

②
軍

人
の

名
誉

保
持

の
た

め
の

肩
章

、
帯

刀
 

―
―

な
ど

を
認

め
（

い
ず

れ
も

実
行

さ
れ

な
 

か
っ

た
が

）
、

全
戦

線
に

お
け

る
降

伏
、

武
 

装
解

除
等

を
具

体
的

に
指
示

し
た

。
北
支

、
 

張
冢
口

方
面

な
ど

関
東

軍
の
所
轄
以
外

に
つ

 
い

て
も

要
求

が
あ

っ
た

。
交

渉
と

い
え

る
も

 
の

で
は

な
く

、
勝

者
の
敗

者
に

対
す

る
一

方
 

的
な
命

令
、

指
令

で
あ

っ
た

。
 

ま
た

、
本

国
帰

還
に

つ
い

て
は

、
秦

総
参

 
謀

長
が

在
満
居

留
民

の
惨
状

な
ど

も
含

め
て

 
縷
々

説
明

さ
れ

た
が

、
ソ

連
側
通
訳

が
十
分

 
に

伝
え

よ
う

と
し

な
か

っ
た

。
途

中
で

、
秦

 
総

参
謀

長
と

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
元

帥
の
合
意

 
に

よ
り

、
宮

川
総

領
事

が
通
訳

の
任

に
あ

た
 

ら
れ

た
。

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
元

帥
の
返

事
 

は
、

本
国

帰
還

の
件

は
自
分

の
権
限
外

で
も

 
あ

り
、

本
国
政
府

（
モ

ス
ク

ワ
）

に
伝
達

す
 

る
、

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
こ

の
ジ

ャ
リ

コ
ー

ボ
の

会
談

の
席

で
、

シ
 

ベ
リ

ア
抑

留
、

あ
る

い
は

抑
留

に
つ

な
が

る
 

労
務

提
供

の
密

約
が

交
わ

さ
れ

た
な

ど
と

い
 

う
事

実
は
絶

対
に

な
か

っ
た

。
あ

り
得

る
は

 
ず

も
な

か
っ

た
。

ソ
連

側
か

ら
密

約
の
話

を
 

持
ち
出

し
、

日
本

側
が
そ

れ
を

の
ま

さ
れ

た
 

と
い

う
事

実
も
絶

対
に

な
い

。
ワ

シ
レ

フ
ス

 
キ

ー
元

帥
に

は
、
そ
ん

な
権
限

は
与

え
ら

れ
 

て
い

な
か

っ
た

で
あ
ろ

う
し

、
秦

総
参

謀
長

 
に

も
そ
ん

な
権
限

は
全

く
な

い
。

 
最

近
、

明
ら

か
に

な
っ

た
ロ

シ
ア

側
資
料

 
も

こ
の

こ
と

を
は

っ
き

り
示

し
て

い
る

。
 

一
九

四
五

年
八

月
十

六
日
付
モ

ス
ク

ワ
か

 
ら

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
宛

て
電
文

に
は

「
日
満

 
軍
捕
虜

の
ソ

連
領
へ

の
移
送

は
行

わ
な

い
」

 
と

あ
る

。
八

月
十

九
日

の
ジ

ャ
リ

コ
ー

ボ
の

 
会
談

の
模
様

を
伝

え
る
ロ

シ
ア

側
の
電
文

、
 

戦
闘
詳
報

な
ど

も
見

つ
か

っ
て

い
る

が
、

い
 

づ
れ

に
も

、
密

約
な

ど
に

つ
い

て
の
文
言

は
 

な
い

し
、

あ
る

は
ず

も
な

い
。

 
当

時
、

日
本

側
で

は
政
府

、
関

東
軍

、
国

 
民

一
般

も
含

め
、

わ
が

国
が

連
合

軍
に

対
し

 
て
受
託

し
た

次
の
ポ

ツ
ダ

ム
宣
言

第
九
条

に
 

よ
り

、
軍

人
、

民
間

人
の

本
国

帰
還

は
当
然

 
実
現

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
て

い
た

。
 

第
九
条

は
、
「

日
本

国
軍
隊

ハ
完

全
ニ

武
 

装
ヲ

解
除
セ

ラ
レ
タ

ル
後
各
自
ノ
家
庭
ニ
復

 
帰

シ
平

和
的
且
生
産

的
ノ
生
活
ヲ
営

ム
ノ
機

 



会
ヲ

得
シ

メ
ラ

ル
ベ

シ
」

 
 
ポ

ツ
ダ

ム
宣
言

に
は

、
ソ

連
も
賛

同
し

て
 

い
た

。
ま

た
、

関
東

軍
総

司
官

（
故
山
田

 
乙

三
大

将
）

は
当

時
、
天
皇

に
直

属
す

る
作

 
戦

軍
司

令
官

で
あ

っ
た

。
与

え
ら

れ
て

い
た

 
そ

の
任

務
は

①
ソ

連
が

対
日

参
戦

す
る

八
月

 
九

日
ま

で
は
汁
州

の
防
衛

②
八

月
九

日
以

降
 

は
ソ

連
軍

の
撃
破

③
そ

の
後

、
朝
鮮

の
保
衛

 
―

―
な

ど
い

づ
れ

も
軍

事
作

戦
に

関
す

る
も

 
の

で
あ

り
、

秦
参

謀
長

は
そ

の
山
田

総
司

 
令

宮
の

代
理

と
し

て
ジ

ャ
リ

コ
ー

ボ
に
派
遣

 
さ

れ
た

。
も

し
仮

に
、

停
戦

後
の

軍
人

、
民

間
 

人
の

シ
ベ

リ
ア

連
行

、
労

務
提

供
の

密
約

を
 

交
わ

し
て

い
た

と
す

れ
ば

、
全

く
の
権
限
逸

 
脱

で
あ

り
、

秦
総

参
謀

長
が
そ

の
よ

う
な

こ
 

と
を

さ
れ

る
わ

け
が

な
い

。
さ

ら
に

、
仮

定
 

の
話

と
し

て
、

密
約

が
あ

り
得

る
と

す
る

な
 

ら
ば

、
そ

れ
は

日
本
政
府

に
よ

り
政
治

的
に

 
の
み
処
理

さ
れ

る
べ

き
も

の
な

の
で

あ
る

。
 

も
う

一
つ

、
「

密
約

説
」

側
が

持
ち
出

す
 

資
料

に
、
終

戦
前

の
昭

和
二

十
年
七

月
、

近
 

衛
文
麿
氏

の
側

近
、
酒
井
鎬

次
中

将
が
書

い
 

た
と

さ
れ

る
「

和
平

交
渉

の
要
綱

が
あ

る
。

 
当

時
、

日
本
政
府

の
上
層

部
に

お
い

て
、

 
ソ

連
の

中
立
維

持
と

ソ
連
仲
介

に
よ

る
和

平
 

の
た

め
の
工

作
が
試
み

ら
れ

、
中

で
も

、
昭

 
和
天
夏

の
親
書

を
携

え
た

近
衛
公

を
モ

ス
ク

 
ワ
ヘ
派
遣

す
る

と
い

う
、

い
わ
ゆ

る
「

近
衛

 
特
使
派
遣
問
題

」
は
ご

く
限

ら
れ

た
最
高

指
 

導
部
内

で
極
秘

に
検
討

さ
れ

て
い

た
。
そ

の
 

近
衛
公

の
求

め
に
応
じ

て
、
酒
井

中
将

が
短

 
期

間
で

作
成

し
た

の
が

「
和

平
交

渉
の

要
 

綱
」

と
い

わ
れ

る
。

 
こ

の
要
綱

に
は

、
「

賠
償

と
し

て
、

一
部

 
の

労
力

を
提

供
ず

る
こ

と
に

は
同
意

す
」

と
 

い
う
文
言

が
あ

る
。

 
し

か
し

、
こ

の
国
家

の
最
高
機

密
で

あ
る

 
「

近
衛

特
使
派
遣
問
題

」
そ

の
も

の
が

関
東

 
軍

上
層

部
に

は
全

く
知

ら
さ

れ
て

い
な

か
っ

 
た

。
い

わ
ん
や

、
「

要
綱

」
の

中
身

を
秦

総
 

参
謀

長
や

私
ど

も
が

知
っ

て
い

る
は

ず
が

な
 

い
。
ま

た
、

近
衛

特
使
派
遣

も
実
現

に
至

ら
 

ず
、

ソ
連

側
も

「
要
綱

」
の

中
身
ま

で
は

知
 

り
得

な
か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

 
従

っ
て

、
「

要
綱

」
を
論

拠
に

し
た

「
密

 
約

説
」

も
全

く
の

虚
構

で
あ

る
。

 
こ

の
夏

、
ロ

シ
ア

で
見

つ
か

っ
た

一
九

四
 

五
年

八
月

二
十

九
日
付

関
東

軍
総

司
令

部
か

 
ら

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
元

帥
宛

て
報
告
書

が
 

「
密

約
説

」
の
疑
惑

を
裏
付

け
た

か
の

よ
う

 
な
報

道
が

あ
っ

た
。
報
告
書

の
中

の
「

極
力

 
貴

軍
の
経
営

に
協
力

す
る
如

く
御
使
ひ
願
ひ

 
度

い
…
…

」
の
文
言

か
ら

、
そ

う
憶
断

し
た

 
も

の
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
文
書

は
八

月
二

十
 

九
日

、
新
京

（
長
春

）
で
山
田

総
司
含

官
と

 
ワ

シ
レ

フ
ス

キ
ー

元
帥

の
会
談

が
行

わ
れ

、
 

そ
の

際
の
報
告
書

と
し

て
関

東
軍

側
が
用
意

 
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

当
時

の
満
州

は
、
優
攻

し
て

き
た

ソ
連

軍
 

の
暴

行
・
略
奪

な
ど

に
よ

っ
て

、
一
般
邦

人
 

は
極

め
て
憂
慮

す
べ

き
惨
状

に
あ

っ
た

。
し

 
か

し
、

関
東

軍
の

大
部
分

は
彼
我

停
戦

交
渉

 
の

線
に
沿

っ
て

、
す

で
に

武
装

解
除

さ
れ

、
 

我
方

と
し

て
は

全
く

な
ず
術

が
な

か
っ

た
。

 
し

か
も

、
冬

期
の
到
来

が
聞

近
に
迫

り
、

軍
 

人
、

民
間

人
と

も
医
療

、
燃
料

な
ど

の
不
足

 
が
懸
念

さ
れ

た
。

こ
の

た
め

、
ソ

連
軍

の
人

 
道

的
配
慮

に
よ

り
、

第
一

に
軍

民
の

傷
病

 
者

、
第

二
に

一
般
居

留
民

、
第

三
に

軍
人

の
 

早
期

本
国

帰
還

を
要
望

し
、
婦

国
ま

で
の

 
間

、
交
通

、
通
信
網

の
修
復

、
食
糧

確
保

な
 

ど
の

た
め

の
軍

人
の

労
務
協
力

を
申

し
出

た
 

も
の

で
あ

る
。

シ
ベ

リ
ア

連
行

、
強

制
労

働
 

と
は

全
く
無

関
係

で
あ

る
。

シ
ベ

リ
ア

抑
留

 
の
原
点

は
、

一
九

四
五

年
八

月
二

十
三

日
の

 
国
防

委
員

会
決

定
に
基

づ
く

ス
タ

ー
リ

ン
の

 
次

の
よ

う
な

ワ
シ

レ
フ

ス
キ

ー
元

帥
に

対
す

 
る
秘

密
指

令
に

あ
る

。
「

極
東

、
シ

ベ
リ

ア
 

の
環
境
下

で
の

労
働

に
適

し
た

日
本

人
捕
虜

 
五

十
万

人
を
選
別

す
る

」
 

ス
タ

ー
リ

ン
は

こ
の
秘

密
指

令
の

中
で

、
 

千
人

ず
つ

の
建
設

大
隊

を
編

成
し

、
そ

の
行

 
く
先

と
し

て
、

ハ
バ
ロ

フ
ス
ク

、
チ
タ

、
イ

ル
 

ク
ー

ツ
ク

な
ど

十
か
所

を
指
示

し
て

い
る

。
 

そ
し

て
、

こ
の
背
景

に
は

、
ス
タ

ー
リ

ン
が
望

 
ん
だ
北
海

道
か

ら
北
半
分

の
占

領
を
ト

ル
ー
マ

 



ン
米

大
統

領
か

ら
断

ら
れ

た
と

い
う

事
情

が
 

あ
っ

た
こ

と
は

明
ら

で
あ

る
。
そ

れ
は

八
月

 
中

、
下
旬

の
米

ソ
秘

密
外

交
書
簡

か
ら

、
う

か
 

が
い

知
れ

る
。
以

上
で

も
な

お
、
「

密
約

説
」

 
「

密
約

推
定

説
」

を
唱

え
る

人
逢

は
、

明
確

な
 

根
拠

を
示

し
て
ほ

し
い

。
 

〔
産
経
新
聞

12
月
１

日
朝
刊
掲
載

か
ら
〕

 


